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｢ものづくり」志向型社会環境コミュニケーション科目群の再構築

社会環境工学科重石光弘

１．緒言

2006(平成１８)年度の熊本大学工学部の改組に伴い，

旧環境システムエ学科土木環境工学系は社会環境工学

科として新設された．旧環境システムエ学科土木環境

工学系の教育課程である土木環境工学プログラムは，

2002(平成14)年度日本技術者教育認定機構より土木

および士木関連分野の技術者教育プログラムの認定を

受けている.その上で継続的な教育方法の検討を進め，

その改善を行うものとして，新学科への移行を機に新

教育課程が設計された．

この新しい教育課程では，それまでの教育課程を踏

襲しつつ授業科目の見直しを行い,(1)コミュニケーシ

ョン教育，(2)環境教育，(3)社会教育，(4)数学・計測

教育,および(5)力学教育の５つの教育項目が設けられ，

授業科目はこれらの教育項目に系統的に配置された．

ここでは，土木環境工学から社会環境工学への実質

的な進化をあらわす新しい教育課程の設計において，

コミュニケーション教育の重要性を再認識する．そし

て，これが教育課程の基盤となり，また他の教育項目

群との架け橋として，従前の教育課程での様々な問題

を解決できるツールであると考えた．なぜ土木環境工

学教育にコミュニケーションが重要であるのか，熊本

大学工学部社会環境工学科におけるコミュニケーショ

ン教育の担う役割について述べる．

ながら公共の場での仕事であるからには，技術と市民

とのコンタクトは必須であり，コミュニケーションを

通じた合意形成がより重要な前提条件と認識されてい

る．現代の土木環境工学は，ハードとしての施設の整

備だけではなく，ソフトとしての計画や管理，さらに

は制度などの社会システムの構築も対象となっている．

よって，社会基盤の上で暮らす市民との対話は，技術

者にとって必須の技巧であるといえる．

２２社会環境コミュニケーション教育科目の設計

これらの認識を踏まえ，コミュニケーション教育の

再構築を行う目的は，日進月歩の情報社会の変化に対

応させるべく行う情報教育科目の充実と進化ではない．

思考，テキストの読解と記述，説明などといった，リ

メディアル教育，あるいは「専門性に立つ教養」とも

言える教育内容をも含んでいる．

社会基盤を担う社会環境工学は自然と社会との関連

が深く，複雑で，しかも問題解決のために構築すべき

構造システムや社会システムはとりわけ遠大である．

そのため,初学者に対して基本的な理論から実際の｢も

のづくり」への転用過程を実際に具象化して教授する

ことは困難で，授業内容は座学中心の理論，解法，解

説に終始しがちである．

よって，実際の「ものづくり」とは乖離した抽象的

な内容に陥ることがある．このことに関し，特に新し

い教育課程におけるコミュニケーション教育は，コミ

ュニケーション教育科目群をコア科目として表現能力，

対話能力，および説明能力の育成に配慮した．また，

集団（チーム）として公共「ものづくり」の実際を模

擬的に体験学習させるような「ものづくり」志向を高

めた内容に再構築し，それを実践できる環境を整備す

るようと企図された．

図１は，科目群の全体構成を，コアとなるコミュニ

ケーション科目群と連携専門科目群との関わり，なら

びに学年進行と共に「ものづくり」のためのツールと

しての知識，そしてその利用の発展について図化した

ものである．

２．実施概要

２．１社会環境工学におけるコミュニケーション

本来，コミュニケーション（commumcation）の由

来するラテン語は，ｃｏｍｍｕｎｉｓとmumtareとの合成

語である.communisとは｢共同の,共通の｣,mumtare

とは｢舗装する，通行可能にする」といった意である．

すなわちコミュニケーションとは,｢共通で共有された

通り道とその上を往来するもの」である．

人の集合体である社会は様々な基盤の上に成立して

いる．従前の士木環境工学では，社会活動を下支えす

る社会基盤の整備とそれを取り巻く自然環境との共生

についての技術を，特に公共の仕事として社会貢献す

べく活用することを主眼とした学問であった．しかし
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教材を用いた教授方法により，職業観の充実を図る

そして，これまでの多数の寄贈記録ビデオなどの技術

資料をディジタルライブラリー化し，これを授業に活

用したり，学内配信したりすることを可能とする

情報処理系科目では社会環境工学における現代の

「ものづくり」である「CAEの基礎」を教授内容に盛

り込んだ．専門講義科目での理論を実際に近い工学的

問題に適用した数値実験を実施し，理論と「ものづく

り」との関係を明確にしつつ，単なるコミュニケーシ

ョンツールとしてのコンピュータ利用から「ものづく

り」支援ツールとしてのスキルアップを目指す．

実験系科目は３年次に加え，１年次にも２科目の基

礎実験科目を追加して拡充させている．３年次におけ

る実験は，理論と実際の「ものづくり」への転用が理

解できるような内容の見直しを実施することとした．

社会基盤設計演習においては，１０数名の教員，ある

いは学生の提案によるプロジェクトテーマを少人数に

より取り組む.内容は社会問題についての調査,分析，

解決方法を提案したり，防災における構造物の解析や，

設計案を提示したりするなど多様なものとした．これ

により学生は，座学において得られた知識を情報ツー

ルとして操縦し，これらを整理，分析した上で予想を

立てて「ものづくり」という所為に反映，設計をおこ

ない，検討を重ねて最終的な「もの」を製作する．

プロジェクト・マネジメントでは，実際の土木環境

工学においての壮大な「ものづくり」について視聴覚

ａおわりに

新しい社会環境工学科の教育課程は学年進行中のところ

で,現在は２年目の基礎的専門科目の授業が開始されたとこ

ろである当初の目的や設計企図を十分に取り入れた授業が

先行的に実施されている情報処理科目におけるスプレッド

シートの操作においては，水理学での開水路流量計算の試算

が行われ，さらに景観設計での河｣||設計シミュレーションに

用いられている．

最後に著者は，「ものづくり」教育をJohnDewey（教育

学者・哲学者1859-1952）独特の実験主義expenmentalism

または道具主義mstrumentalismの再来とみなす.すなわち

一般に観念は不確定な問題状況を解決するための仮説，実験

的な計画と捉え，したがって知識や情報は，事物を有効に処

理するための手段instrumentであるそして現在の社会環

境工学にはびこる合理主義的な存在論とは対照的な，経験主

義的な実験・実習・演習に重要な役割を担わせるものである

と考えている

もの･づくり醗遮懸念工索駁商事案ＰＲＣＤＵＣＴｌＯＮ３Ｃ

＝(＞|蘇蝿．,w,瀞’
Ｒｅ“alrCh

灘ン

蕊
詞

ApphIcaljCIrl

一慨一》

ＷｏｒｋノReahzalIcn

分

Ｆ＿ェ．‐･冷一：い:謬

欝W蕊臘／
､歩測入れ誌櫛擁： ｒ'鯛｜

|英語､小Ｄ２１１

JJilifJ篭：
iiiii:;騨料

ザ

蕊
コミュニケーション

（情報） エンジニアワング

鰹ミューケーション

鷲
｜，，錘’

F1im霞｜
〈灘國実習

安全ｴ学｜
，勺

エ学倫理’

騨
欺蝿

ロ土木瑠境情報処理TI’Ｌ堂菫
・離水蹄・力と虞彫〔巽鰯悶題］？？？

土木趨巍情報纏理】’回
，ＣＡＤ入門・鰯島言騒（EXcBI〉（遅本鍋盤］

lmaqInabon

ＳＭｌｓ／Tocl5

図１熊本大学工学部社会環境工学科におけるコミュニケーションを核としたものづくり教育の設計
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